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平成20年度までの成果物
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統合検索の基盤整備

HTMLをTextで出力するAPI→横断検索用
・HyperEstraierのindex用のdraft形式での出力
・Namazuなどの全文検索用のテキスト

キーとなるIDの全出力→indexの更新システムとの連携

検索&結果出力（XMLとText）→統合検索用

API・DB

API

API

API

経産省側

文科省側

文科省側
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キーワードによる横断検索
～ HyperEstraier ～

• 検索用にWebページをindex化
• 開発したAPIから出力されるテキストをindex化
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JCGGDB キーワードによる横断検索

名古屋市立大学

立命館大学

LipidBank構築委員会

産業技術総合研究所

生化学工業
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
８月から２つのサービスを提供します。横断検索機能と構造検索機能です。



JCGGDB 構造検索
～横断検索サービス～

構造検索
Structural search
（構造エディター）

構造検索(structure search)
部分構造検索（substructure search）

各DBへのリンク
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
８月から２つのサービスを提供します。横断検索機能と構造検索機能です。



m/zから糖鎖構造検索
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単糖組成から構造を検索

４Ｈｅｘ ４ＨｅｘＮＡｃ 1ｄＨｅｘ

※右図：ルートの文字
a: alpha, b: beta, o: alditol, x:unknown8



フェーズ

• キーワード検索（横断）

• API構築

• 構造による検索機能
• イメージしやすいように横断といっているが実際には統合している

• 統合検索（残りの2年で開発）

• APIの増築

• キーワード⇔糖鎖構造（糖鎖構造の名前を整備が必要）

• APIを利用して各DBからデータを引き出す
小規模統合API

小規模統合API

統合検索
インターフェース
（次世代ポータル）
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平成21年度
糖鎖統合DBの計画

産業技術総合研究所

糖鎖医工学研究センター

2009年5月20日
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プロジェクトへの協力の呼びかけと
統合DBの普及活動（概要）

• １．糖鎖データ統合への参加機関を確定し（12/E）、各機関と相談の上、統合化の計画を行う

– プロジェクトに理解を示してくれる機関と話合い、最終年度の計画に盛り込む。

• ２．公開している糖鎖データベース（ＪＣＧＧＤＢ）の普及活動を行う

– プロジェクトの進捗・ＤＢの使用方法をJCGGやGLITを活用して研究者へ普及させる

– GLIT（糖鎖産業技術フォーラム：産総研＋JBA）の勉強会

– JCGG年会、各学会

– EuroCarbDB

• ３．実験データを持っている機関にはＤＢ化し公開の支援を行い、糖鎖統合DBと連携する

– 産業技術総合研究所、立命館大学、名古屋大学、名古屋市立大学、理化学研究所、野口研究所、
創価大学、京都大学と連携し統合ＤＢの連携を強化する
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JCGGDB Alliance

FlyGlycoDB

N-glycan conformation 
database

Knockout Mouse DB

Ritsumeikan 
University

Nagoya 
University

Executive 
Committee of 
Lipid Database

Systems Glycobiology 
Research Group, RIKEN 

Noguchi 
Institute

Soka 
University

Seikagaku 
Corporation

Glycan Synthesis DB

RCMG, AIST Tsukuba

Nagoya City 
University 

RCMG, AIST Tsukuba

KEGG Kyoto
University
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構想（協力体制）

オンラインプ
ロトコル

一般＆糖鎖領域
以外の研究者向
けのドキュメント

糖脂質・GAG・

ポリシアル酸・
多糖

特許糖鎖プロセシン
グの阻害剤DB

と原因遺伝子

産総研・野口研

産総研・名市大・
立命館大

産総研

産総研・創価大

名大・創価大

J-oil、生化学工業（今年度交渉予定）

産総研
産総研

NEDO MGプロジェクトの成果

健康食品の安
全性・有効性

国立健康・栄養研究所（リンクレベル？）

糖鎖構造

産総研・理研・名市大・
立命館大・DKFZ
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
残り２年しかないので、もう少し協力体制を強化して小さなワーキンググループをつくり着実に構築していきたい。



データベースの整備（概要）

• ４．オンラインプロトコルの整備を行う

– 30～40のオンラインプロトコルを整備する予定

– 糖鎖合成（有機合成＋酵素合成の融合した）のデータベース構築

• ５．糖鎖関連疾患とその糖鎖関連遺伝子の関連をＤＢ化する（小規模統合APIの設置）

– 糖鎖関連疾患とその糖鎖関連遺伝子の関連した情報を集めてDB化(産総研が収集：年度内・次年度の
初めくらいを目処に公開)

– 糖鎖関連遺伝子（DB公開の支援とAPIの設置）

• ショウジョウバエの糖鎖関連遺伝子のデータベース（糖鎖関連遺伝子とそのノックダウン、その結果
のフェノタイプ情報）の構築（創価大学）

• KOマウスの情報を追加（名古屋大学）

– 農水のガラクトシダーゼなどのトランスジェニックマウスのデータも追加

– 糖鎖関連遺伝子のDB・KOマウスDB・糖鎖関連疾患DBの３つで連携を図る

• ６．糖鎖機能に関する情報を発信する（産総研から依頼：１０～２０程度）

– 糖鎖の機能に関する研究の原稿を依頼

– 糖鎖の機能を活用して産業に結びつけている方々に原稿を依頼する

• ７．横断検索用インデックスの更新システムを開発する

– 横断検索用インデックスの更新システムを開発し、最新のデータを糖鎖研究のユーザと中核機関に提供
できるようにする
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4.1. オンラインプロトコルＤＢ

• 糖鎖研究以外の分野の研究者が糖鎖を解析したいと思った時に直ぐに
プロトコルの情報が出てくるようにする。

– 論文のマテリアル＆メソッドの情報だけでは実験ができない

– 糖鎖研究に入りやすくし、糖鎖に関連する研究データを増やすことができれ
ばいい。最終的には実験データの蓄積につながる。

データ収集・開発

糖鎖の切り出し
糖鎖の精製方法
糖鎖構造解析 他

目標は30～40プロトコル

サンプル（イメージ）
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4.2. オンラインプロトコルDB
糖鎖合成支援（有機化学と酵素による合成）

• 市販糖鎖構造や提供元の登録のある糖鎖構造から最終構造までの経路を表示する

• 合成のノウハウや提供できるサンプルかどうかのリソース情報も提供

平成21年度は有機化学合成

と酵素的に合成する反応の融
合を目指し、登録したデータを
検索できるプロトタイプ版を作
成。

平成22年度は外部の研究者

が登録できるインターフェース
を開発し改良を重ねる。

有機化学合成 酵素合成

大量合成 構造のバラエティ
糖鎖研究

開発

野口研＋産総研

野口研未公開DB 産総研未公開DB
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5.1 統合のためのインフラ整備を強化

• APIの増設

• 未公開DBを公開する活動

• 公開しているＤＢにはAPIを設置＆非公開版ＤＢを公開版に作りかえAPIを設置

– 平成21年度から参加
• 理化学研究所のシステム糖鎖生物学研究所の糖鎖コンフォメーションDB
• 野口研究所の有機化学による糖鎖合成DB＋化合物DB
• 創価大学のショウジョウバエのGlycoGeneDBとフェノタイプ情報

• 産総研のGlycoGeneDB以外のＤＢにもAPIを設置（経産省側のプロジェクトにお
願いしている）

– Lectin DB （経産省側のプロジェクトで構築）

– GlycoProtDB（文科省側プロジェクトで構築）

– GlycoMass DB（未定）
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5.2. 糖鎖関連疾患とその糖鎖関連遺伝子の関連をＤＢ化
「糖鎖と病気」に関するデータベース

GGDB・糖鎖関連遺
伝子データベース

（平成１９年度完成済み）

ノックアウトマウス
データベース

（平成２０年度開発）

他のノックアウト生
物のデータベース
（予定：線虫・ハエ等）

登録用Webイ
ンターフェー

ス開発

各組織への影響を登録

糖鎖関与疾患
DBを構築

（平成21-22年度）

•GM1-ガンクリオシドーシス
•GM2-ガンクリオシドーシス
（Tay-Sachs病、Sandhoff病、
AB型）
•ファブリー病（Fabry病） など

研究者自らが開発した
KOマウスの情報を登
録できる

開発

開発

統合

データの追加作業を継続
（名古屋大学）
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１．データベースの構築

糖タンパク質（PDB code: zzz）

糖鎖
（ID xxx）

糖鎖
（ID yyy）

Protein Data Bankに登録されている

糖タンパク質糖鎖の立体構造データ
ベースの構築と改良

5.3. 糖鎖コンフォーメーションデータベース（理化学研究所）

２．データベースの解析

(1) ２面角の解析

φ

ψ

(2) 距離地図の解析

２００９年度作業計画：ＡＰＩの開発と公開用ＤＢへの作りかえ

糖鎖立体構造の構築原理とタンパク質
による糖鎖認識様式の解明

仕様概要
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6. 糖鎖機能に関する情報を発信

• 糖鎖機能に関する研究や、糖鎖が関与した生命現象について原稿を依頼

– ウィルス・病原菌

– アルツハイマー病、筋ジストロフィー、動脈硬化

– 免疫

– 癌 他

• 糖鎖の機能を活用して産業に結びつけている方々に原稿を依頼する

– 抗体医薬

– 糖鎖関連バイオマーカーの可能性

– 再生医療への応用とその可能性

• 目標として１０～２０程度のドキュメント
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7. APIを利用したIndex更新システムを構築
～横断検索・統合検索～

更新チェック
システム

定期的にチェック

Ver.1
Ver.2

Ver.1

Ver.1

Ver.2

差分を比較

前回

JCGGDB

今回

リストを取得

差分のデータ
を取得しHEの
indexを更新

JCGGDB 運営事務局研究機関

登録されてい
るIDのリスト

HyperEstraierのindex更新
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総合検索機能の開発（概要）
（中核機関との共同開発）

• ８．直観的なポータルサイトを目指し統合検索機能を開発し始める（2ヶ
年計画）

– 糖鎖に関連した専門用語を整備する

– シノニム・ゆらぎを整備する

– 日本語・英語のキーワードに対応できるようにする

– 総合検索のプロトタイプを開発する

●統合検索

●集中型

ＤＢ1

ＤＢ2

ＤＢ3

ｸｴﾘｰ

ﾃﾞｰﾀ1

ﾃﾞｰﾀ2

ﾃﾞｰﾀ3

API

ｻﾏﾘｰ

ｺﾝﾃﾝﾂ登録・編集CMS
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セマンティックwebを
横断検索/統合検索に取り入れる

キーワード
単語A 単語A 動詞 単語B.

単語B 動詞 単語A.

日本語/英語の文章にある1文章中の

予め様々なドキュメントから
単語Aに関連する動詞と単語を抜き出して
関連性と重み（頻度？）を付けてＤＢ化しておく。

予め準備

検索時

キーワード
単語Aを検索

Viewerで関連性を表示

単語A

単語B

単語C

単語D

活性化する

転移する

に関連する

選択した単語Aと動
詞”活性化する”と
単語Bが含まれる

文章のリストを表
示

専門用語
遺伝子名
疾患名
生命現象 他
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